
 

「未来への備え」 

高松市立香川第一中学校 2年 前田 祥輝  さん 

 「ゴーゴー。ザァー｡」窓の外は大雨と強い風で､瓦や地面を叩きつける激しい音で目が覚めた｡僕は夏休み

の宿題で､自然災害について調べる為に､新聞を毎日チェックしている｡いよいよ台風 5 号が香川に上陸した｡

台風 5 号は、ゆっくりとしたスピードで日本列島上を進み滋賀県では､姉川が氾濫し､愛知県では､竜巻が起

き､瓦やガラスが割れる被害が起こった｡強い雨は降ったものの香川県には､好運にも大きい被害はなかった｡ 

 僕はスクラップした新聞記事を読みながら祖母に､｢香川県は災害が少ないな｡｣と話していると､祖母が平

成 16 年､僕がちょうど 1 歳になった頃､台風 23 号が香川を襲った時の話をしてくれた｡その頃､僕の家は､丸

亀の垂水に住んでいて､平地で土器川のすぐそばだった｡水の量が多くなれば氾濫する恐れがあった｡一方､祖

母の家は､三豊の山間部にあり家の裏はすぐ山になっている｡10月の台風が来た日も祖母はいつものように仕

事に出ていた｡雨が強くなり､祖父からの電話で裏山が崩れたと連絡があったそうだ｡職場から家まで帰る間､

車がつかってしまうような状態で､家に帰るのもやっとだったそうだ｡家に着くと土砂が窓を押し､家がギシ

ギシと土砂に押されている｡これ以上､雨が続くと家が土砂で流されそうで不安で､家族みんなで丸亀の僕の

家に泊まりに来た話をしてくれた｡避難していても､家の事を思うと不安だったらしい｡この台風で､家の壁が

土砂で押され､台所まで土砂が流れていたのでリフォームすることになった｡それでも曾祖母や祖父母もけが

なく､よかった｡まさかと思いびっくりしたという話だった｡この話を聞き僕も調べてみると､香川県でも 11

人も命をおとしたらしい｡祖父母も､二度と土砂崩れが起きないように､裏山の斜面を緩やかに工事し､水や保

存食などを準備するようになったと言っていた｡  

 僕の父は､土地改良という田畑や水路などの設計をする仕事をしている｡香川で災害が起こると､余分に仕

事が増えるとよく言っている｡2011 年 3 月東北大震災後､父は災害の支援のために福島に 2 ヵ月間行ってい

た｡被災地は､流木や瓦礫が山積みになり､家は流され悲惨な状態だった｡テレビで見る以上に悲惨だったと聞

いた｡少しでも以前の生活ができる手助けができればと水路の設計をしたと話してくれた｡ 

 昨年の熊本地震後､10月から南阿蘇に応援に行った｡はじめは､さみしいと思っていたが､父の充実した電話

の声や仕事の話を聞くと父が､困っている人たちのために仕事をしていることが､とてもうれしく少し誇らし

く感じるようになった｡ 

 被災地で働く人の話や､大変だった時の話をたくさん聞き胸が苦しくなった｡被災地では､災害をうけた人

たちがみんなの生活がよくなるために働いている｡避難場所や炊き出しの準備など､悲しんでいる暇はないそ

うです｡特に興味を持ったことは､僕と同じ中学生が､自分たちにできることはないかと考え､自分たちで仕事

を探して､動いてくれることがうれしいという話を聞いた｡少しやんちゃな男の子たちは､24時間､警備を順番

にしてくれたそうです｡みんなで力を合わせて､協力し合い行動することは､素晴らしいと感じた｡ 

 父は､出張から帰って来ると､いつも水や保存食をチェックしている｡最近､蓄電池や太陽光を設置した｡き

っと､災害にあった時の事を考えての事ではないかと思う｡水や食料は､必ず必要だし､停電になった時に､太

陽発電があると､しばらくしのげる｡父が｢停電の時、このコンセントは使える｡｣と教えてくれた｡聞いている

僕の心の中では､香川県は､災害が少ないし､祖父母の家のように山間部ではない､平地で､大きい建物もない

し､香東川が氾濫しても､うちまでは来ないので､心のどこかで大丈夫だと思った｡ 

 だが､夏休みに新聞を読んでいると､台風はこれからが本番8月9月には､10ほどの台風が上陸する｡8月の

末には､稲刈りがあり､毎年稲がたおれないか心配な時期に入る｡これも災害です｡何より地震について調べて

いると､南海トラフ巨大地震は､最悪死者が 32 万人と想定され､香川県も例外ではなく､震度 6 程度が予想さ

れている｡被害額は､220兆円と新聞に記載されていた｡家屋倒壊､断水､停電､電話も不通､津波､食料､飲料水不

足､火災など様々な災害が考えられる｡祖父母や父の経験を聞き､調べていくと､大きい事はできないが､地震

が起こっても被害にあわないための準備が必要だと分かった｡ 

建物の耐震診断をうけたり､地震保険などが必要になると家族が話していた｡また家族で日頃から地震が起

きたらどうするか､家族会議に参加することも大切だ｡今の僕にできることは､家族の一員として､非常持ち出

し袋(ラジオや懐中電灯、薬)､食料･水の準備などは､充分できる｡近い将来に起こるかもしれないので､しっか

り心の方でも備えていきたいと考えている｡ 

平成29年度土砂災害防止 作文 【 入選 】 


